
項　目 １　等 ２　等

①生育期間は播種から 容積重(g) 640 580

　収穫まで60～70日。 水分(%) 16.0 16.0

②草丈は、80～90cm。 被害粒(%) 5.0 15.0

③子実は中～大粒で粒張り 異種穀粒(%) 1.0 2.0

　が良い。 異物(%) 0.0 1.0

④茎はやや細く、倒伏は ※容積重は、最低限度。その他の基準は、

　やや易。 　最高限度となります。

⑤製麺時の割れや切れの発 ※１等及び２等のそれぞれの品位に適合

　生が少なく、香り・味な 　しないそばであって、異種穀粒及び異

　どの食味も良好である。 　物が50％以上混入していないもの。

出芽 開花始期 開花盛期 成熟期 収穫の目安

４～６日で出芽 草丈　50～60cm 主茎最先端の花房 主茎長　 80～90cm 子実の70～

出芽目標 主茎節数 5～6節 が開花した時期 主茎節数 10～12節 80%が黒褐色

　130～150本/㎡ 分枝数　 3～5本 になった時

月 １１月
旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上

　施肥・耕起・整地・播種 　　収穫

中耕・除草（条播の場合）

乾燥・調製

１．種子を精選する。 １．水稲作付ほ場に接する、そば作付ほ場は、 １．機械乾燥では急激な乾燥を避け、

２．適期に播種する。 　　ほ場周りに明渠（額縁明渠）を設ける。 　　風味が低下しないように努める。

３．土が乾いている好天日に播種する。 ２．１の明渠より排水路へ排水溝を設ける。 ２．調製を的確に行う。

４．作柄の安定化のために、播種量を守る。 ３．条播では開花期までに中耕・除草に入る ３．猪苗代町そば乾燥調製貯蔵施設

５．播種深度は条播２～３cm、ドリル播４cm ４．全面全層播では数ｍ間隔で排水溝を設ける。 　　または、準ずる施設にて乾燥・

　　全面全層播１～６cmを目安にする。 ５．ほ場内及びほ場周辺の雑草を抑える。 　　調製を行う。

猪苗代町農業技術者連絡協議会

いなわしろ天の香
（猪苗代在来種）
品　種　特　徴

そばの農産物検査基準

生育ステージ

７月 ８月 ９月 １０月
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出芽本数を確保する 雑草・湿害を防ぎ、適正生育を確保する 収穫・乾燥調製

いなわしろ天の香 栽培暦 （認定基準）

★品質安定化のため乾燥調製は、
猪苗代町そば乾燥調製貯蔵施設

を利用しましょう！
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全面全層播（散播）
播種量 5～7kg/10a

条播
条 間 60～80cm
播種量 3～5kg/10a

ドリル播
条 間 25～35cm
播種量 3～5kg/10a

★播種量

(10aあたり/全層施肥)
基肥 チッソ 1～3kg

リン酸 3～5kg
カ リ 2～3kg

(転作初年目や肥沃な普通

畑では窒素1kg以下に抑える)

例：ほほえむ444 1袋/10a ＋ 堆肥

★施肥量

(10aあたり/全層施肥)

石灰 80～100kg
堆肥 1.0～1.5t
ようりん 30～40kg

(黒ボク土地帯）

★土づくり

そばの安定多収栽培は、適期播種と適正施肥量・排水対策の徹底 作成：猪苗代町農業技術者連絡協議会
（福島県・猪苗代町・会津よつば農業協同組合ほか）
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＜目標収量：７０kg/１０a＞

播種晩限

８月上旬頃まで

★品質等級 １等・２等級のみ

高温障害の軽減を

目的として、播種等の

時期を例年より１０日程度

播種等の時期に

合わせて収穫及び

乾燥・調整時期を

例年より１０日程度


